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１．はじめに 

 福島県南会津郡只見町に位置する田子倉発電所（阿

賀野川水系只見川）は第二次世界大戦後における電力

需要増加に対応するために開発された，国内最大規模

の一般水力発電所である．昭和 35 年の運開より約半世

紀が経過した現在も首都圏需要ピーク時の供給など重

要な電源として役割を担っているが，発電機をはじめ

とする諸設備の経年による劣化が著しくなった．この

ため今後の長期的な安定運転と信頼性の向上および最

新技術による効率的な発電出力増を目的として水車・

発電機等の一括更新が進行中である．本稿はこのうち

２号機一括更新における土木工事について報告する． 

２．田子倉発電所再開発プロジェクトについて 

 田子倉発電所の一括更新は，国内最大級の一般水力

発電所としては国内初の再開発プロジェクトである．

平成 16年 11 月から平成 24年６月までの約８年で全４

機の水車・発電機等の設備更新を行い，全更新後は同

一使用水量で最大出力が 380MW から 400MW に向上する．

なお既に平成 18年５月に４号機の更新が完了しており，

これに続く２号機一括更新工事が同年 11月に着工した． 

３．土木工事の概要 

 従来の水力発電所再開発ではバレルとケーシングお

よびその周辺のコンクリートを全て撤去して取り替え

る手法が用いられてきた．しかし同様の手法を本工事

のような大規模水力に適用した場合，工事量・廃棄物

量が膨大となるだけでなく工期も長期化し，全体のコ

スト増にもつながる．よって本工事では既設ケーシン

グの大部分を流用することで更新範囲を最小限とし，

廃棄物量の低減，工程の短縮およびコストの圧縮を図

った．主な工事数量を表

‐１，全体工程を表‐２，

更新範囲を図‐１に示

す．土木工事は撤去工事

と復旧工事に大別され

る．まず水車・ケーシング周辺コンクリートの撤去工

事を行い，次に電機工事としてケーシングの部分更新

等が施工された後，鉄筋のガス圧接・組立，コンクリ

ート打設等の復旧工事を行った． 

表‐２ 全体工程（２号機更新工事） 
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図‐１ 発電機周辺の更新範囲 

４．撤去工事 

① 金物切断工： 撤去工事では図‐２に示すように複

数のコンクリートブロック（以下ブロック）を切り出

すことで大部分のコンクリートを撤去する．しかしな

がらピットライナやドラフト管といった鋼板が撤去範

囲の表面を覆っているため，まずブロック切断線周辺

の鋼板をアークエアガウジングにより溝掘りし，基面

のコンクリートを露出させた． 

② ブロック切出し： 次にコアボーリング（以下ＣＢ）

とワイヤーソーイング（以下ＷＳ）を併用した工法に

より既設コンクリートをブロック状に切断した．１ブ

ロックずつ順番に油圧ジャッキ等で水車ピット中央部

に引き出し，そこから所内クレーンにより吊り出して

撤去・廃棄した（写真‐１，図‐３参照）． 

③ ウォータージェット： 最後にウォータージェット

（以下ＷＪ）でブロックとして撤去できない箇所をは
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表‐１ 主な工事数量 
工　　種 単位 数　量

コンクリート取壊し ｍ3 １２４

コンクリート ｍ3 １４６

鉄筋 t ７．８

廃棄物量 t ３５４
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つり，新旧コンクリート打継目を目荒しして仕上げた．

また部分更新するケーシングの溶断・溶接箇所につい

てもＷＪを用いてケーシングの表面を露出させた． 

 

図‐２ 撤去範囲(平面) 写真‐１ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ吊出し 

 
図‐３ 撤去範囲（断面）とｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 

５．復旧工事 

① グラウト工： ケーシングの更新部分を撤去した後，

流用部と既設コンクリートとの間に微小な空隙が生じ

たため，まずこれをグラウト材により充てんした． 

② 鉄筋ガス圧接・組立工： グラウト工完了の後，ガ

ス圧接による既設鉄筋との接続と組立によって鉄筋を

復旧した．原則として取壊し前と同様の配筋としたが，

既設鉄筋どうしの離隔距離が狭くガス圧接ができない

箇所もあったため，これらについては近傍に差筋する

ことで代替した． 

③ コンクリート工： 電機工事によって新製ピットラ

イナ・ドラフト管等が据え付けられた後，コンクリー

トを打設した．打設範囲はピットライナおよびドラフ

ト管の背面側の閉塞された空間となるため，バイブレ

ータ等による締固めが不要で自己充てん性・セルフレ

ベリング性を有する増粘剤系高流動コンクリートを用

いた（写真‐２参照）．打設孔はケーシング上下それぞ

れ図‐４に示すレベルの円周上に複数設け，均一に打

ち上がるように打設されたコンクリートの流動状況を

観察して適宜打設孔を変更した．流動状況の確認は使

用していない打設孔や空気抜き孔を観察孔として目視

により行った（写真‐３参照）． 

なお打ち終い部分については非常に狭隘かつ構造が

複雑であり，コンクリートによる確実な充てんが困難

であると考えられたため，高流動無収縮モルタルを注

入した．モルタルについては注入時の現場状況等の諸

条件を考慮し，打設した高流動コンクリートと同程度

の強度・弾性係数で，かつ流動性，材料分離抵抗性お

よび水中不分離性を有するものを選定・使用した． 

  

写真‐２ 品質管理試験   写真‐３ 流動状況 

 

図‐４ コンクリート打設孔 

６．おわりに 

 本工事によって全４機のうち２機目の更新が平成 20

年５月末に完了するが，土木工事は無事故・無災害か

つ所定の工期を順守し，プロジェクト全体も順調に進

捗している．国内に点在する水力発電設備の老朽化が

顕著になる一方，水力発電は再生可能なクリーンエネ

ルギーとしてその重要性は今後益々高くなるものと考

えられる．一口に水力発電と言っても立地条件や発電

方式等によって様々な特性や差異があるものの，本プ

ロジェクトが今後の水力発電設備の再開発において，

計画および施工の一助となれば幸いである． 
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